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１
月
17
日
、
３
回
目
と
な
る
豊

齢
者
大
学
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
は「
高
齢
者
の
整
理
収
納
」

と
題
し
て
、
日
常
生
活
で
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
実
践
で
き
る
備

え
方
の
技
術
と
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は「
新
春
デ
ィ
ス
コ
ン
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」と
題
し
て
、
３
人

ず
つ
の
チ
ー
ム
対
抗
で
、
デ
ィ
ス

コ
ン
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
珍
プ
レ
ー

好
プ
レ
ー
に
笑
い
と
歓
声
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
身
体
を

動
か
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
寒
い
季
節
も
あ
と
少
し
、
ジ
ュ

ニ
ア・
リ
ー
ダ
ー
と
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
。

●
日
時

　
２
月
24
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　
工
作・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
対
象

　
町
内
の
小
学
１
年
生
～
６
年
生

●
申
込

　

�

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
申
込
用

紙
に
記
入
し
、
公
民
館
又
は
小

学
校
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

●
日
時

　
３
月
７
日（
木
）　　
　
　
　

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
50
分

●
場
所

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　
講
座
閉
講
式

●
申
込

　

�

受
講
生
に
配
布
し
て
い
る
申
込

書
に
記
入
し
、
公
民
館
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

今
年
は「
Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ　

Ｆ
ｅ
ｓ

ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ　

新
た
な
る
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
蔵
王
町
で
開
催
し
ま

す
。
青
年
た
ち
に
よ
る
演
奏
や
演

劇
な
ど
の
出
し
物
、
写
真
や
絵
画

な
ど
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。
ま
た
、

蔵
王
町
な
ら
で
は
の
お
い
し
い
食

が
堪
能
で
き
る
ほ
か
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
も
楽
し
め
る
お
祭
り
縁
日

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
当
町
か

ら
は
西
山
学
院
高
等
学
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時

　
２
月
17
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
場
所

　
蔵
王
町
ふ
る
さ
と
文
化
会
館

●
内
容

　

�

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
食・縁
日
コ
ー
ナ
ー

　
毎
年
、
仙
南
の
青
年
た
ち
が
集

ま
り
文
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
１
０
０
歳
を
め
ざ
し
元
気
に
過

ご
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
楽
し
い
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
年
間
を
通

し
て
活
動
し
て
き
た「
豊
齢
者
大

学
」も
、い
よ
い
よ
閉
講
式
が
迫
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
を
振
り
返

第
３
回
豊
齢
者
大
学
講
座
を
開
催

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
遊
ぼ
う

豊
齢
者
大
学
閉
講
式

こんにちは！

です

地域
おこし
協力隊

大
おお

宮
みや

　　匠
たくみ

　隊員

　こんにちは。地域おこし協力隊の大宮です。
　今年もよろしくお願いします。
　さて、１月５日に商工会主催の新春交歓会において、新たな七ヶ宿ブラ
ンドの認定証交付式が行われ、七ヶ宿源流米ネットワークの「七ヶ宿源流

米」、（有）杜のいちごの「いちごジャム
４種（いちご・はちみつ・ホワイトチョコ・プ
レミアミルク）」、渡部農園の「原木マイタケ」の
３品目が新たな七ヶ宿ブランドとなりました。中で
も、七ヶ宿源流米は更に高い認定基準をクリアした

「特選品」に選定されました。15品目になった七ヶ宿
ブランドをこれからもＰＲしていきますので、みなさ
まのご協力よろしくお願いします。寒さが厳しくなっ
ていますので、お体には十分お気を付けください。

Everybody wants to visit Japan
When I arrived in 2015, Japan had received 
just 19.7milion international visitors that year 
and last year the amount of visitors reached 
almost 30million. 

Tourism is often good for a country’s 
economy and benefits the people in many 
ways. However, Japanese culture is very 
poorly understood by people around the 
world and often don't understand how to 
behave in Japanese society. Especially in 
popular cities like Kyoto where local people 
feel that tourists destroy the feeling of 
Miyabi （雅）. 

Japan is a very small country with a large 
population and limited space. So it is 
understandable that tourism pollution（観光公害）
can be frustrating for local people. Recently 
the Japanese government has implemented 
a ¥1000 departure tax to all people exiting 
the country. I think that the revenue made 
from this new tax should be used to promote 
regions like Tohoku and Shikoku and make 
them more accessible to foreign visitors. This 
may relieve the stress of tourism pollution on 
in more popular regions.

ジイ
ソ の
おはなし
ンェ 誰もが訪れたい国日本

　私が日本に来た2015年、年間の訪日外国人
数は約1970万人でしたが、昨年は3000万人
まで到達しました。
　観光は、国の経済や、人々にとって様々な
面で良い影響をもたらします。しかしながら、
日本の文化は世界中の人々からの理解が不十
分であることも多く、日本でのマナーがよく守
られていないように感じます。特に京都のよう
な人気の観光地では、地元の人は外国人観光
客が「雅の心」を壊しているように感じるので
はないでしょうか。
　日本は、多くの人口と限られた土地を持つ
小さな島国です。だから、観光公害が地元の
人々の負担になっていることは容易に理解で
きます。最近になって、政府は国外へ渡航す
るすべての人に対し出国
税1,000円の徴収を始め
ました。私は、この税金
は東北や四国といった地
域への訪問促進のために
使われるべきだと思いま
す。また、このような影
響があれば、観光客の多
い地域で観光公害に対す
る人々のストレスも軽減
されるかもしれません。

『
仙
南
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９ 

in 

ざ
お
う
』開
催
！

▲ディスコンゲームの様子


